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◼近年、「窒素」への関心が高まっている。

◼本シンポジウム参加者の3分の1以上は、「窒素」について関心を持ち始めたばかりの皆様。

◼大学や研究所など学術界の皆様に加え、民間企業や報道関係者の皆様にもご参加いただいている。

「窒素」への関心の高まり

趣旨説明

Q. 「反応性窒素」について知っていますか？

約3分の１以上が最近
関心を持ち始めた層

n = 130 (本シンポジウム参加者アンケートより)
2025年1月16日現在
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出所） 環境省、「『持続可能な窒素管理に関する行動計画』の策定について」、2024年

https://www.env.go.jp/press/press_03772.html （最終閲覧日： 2025年1月14日）

◼我が国では、2024年9月、環境省ほか複数省庁が連携し、「持続可能な窒素管理に関する行動計画」を策定した。

◼窒素化合物のマテリアルフローを把握し、包括的なアプローチを目指すことが掲げられた。

「窒素」への関心が高まったきっかけ① 窒素管理行動計画

趣旨説明

https://www.env.go.jp/press/press_03772.html
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出所） Stockholm Resilience Center, “Planetary boundaries”

https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html （最終閲覧日： 2025年1月14日）

◼世界的には、2009年発表の「プラネタリー・バウンダリー」で地球の窒素循環が危機的な状況にあると指摘されて以来、「窒

素」への注目は高まってきていた。

「窒素」への関心が高まったきっかけ② プラネタリー・バウンダリー

趣旨説明

生物地球化学的循環
（窒素NとリンP）

プラネタリー・バウンダリー
• Rockström氏が2009年に発表
• 2015年、2023年にそれぞれ評価を更新

https://www.stockholmresilience.org/research/planetary-boundaries.html
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出所） NEDO、「『ムーンショット型研究開発事業／窒素フローに係る各種調査』に係る実施体制の決定について」

https://www.nedo.go.jp/koubo/SM3_100001_00042.html （最終閲覧日： 2025年1月14日）

◼「窒素」への関心の高まりを受け、NEDO様では

関連する事業を実施している。

◼三菱総合研究所では、NEDO様からの委託事業

として、2023年度より2か年の間、「窒素フロー

に係る各種調査」を実施することになった。

◼現在は調査の取りまとめに入っており、本シンポ

ジウムでは調査成果の報告を行う。

三菱総合研究所の取組

趣旨説明

https://www.nedo.go.jp/koubo/SM3_100001_00042.html
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本日のプログラム

趣旨説明

開会（13:30～13:50）
・ 開会挨拶

・ 趣旨説明

・ NEDO事業の説明 （NEDO フロンティア部 ユニット長 吉田 朋央 氏）

第１部 プレゼンテーション（13:50～15:00）
○ 成果報告 （三菱総合研究所 GXグループ 研究員 高田 一輝）

○ ゲスト講演① （総合地球環境学研究所 教授 林 健太郎 氏）

○ ゲスト講演② （環境省 水・大気環境局 環境管理課 課長補佐（総括） 亀井 雄 氏）

第２部 パネルディスカッション（15:00～15:25）
登壇者：地球研 林氏、環境省 亀井氏、三菱総研 高田

閉会（15:25～15:30）

◼本日はゲストとして地球研・林氏、環境省・亀井氏をお招きしている。

◼イベント後半ではパネルディスカッションを実施し、「持続可能な窒素管理」について考える。
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